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概観

もー勘嘘軋アメリカ経済をみると、景気は拡大速度が鈍化しているものの、個人消費等を中心に
拡大を続けている。物価は引き続き落ち着いている。雇用情勢は緩やかな改善傾向にある。金融
面では、金利は、8月中緩やかな低下を示した後、9月上旬にはやや上昇した。西欧経済をみる
と、設備投資等を中心に総じて景気は緩やかながらも拡大を続けている。物価は上昇率の鈍化
傾向がみられる。雇用情勢は依然厳しい。

金利は、一部で下げ止まりもみられる。国際通貨市場では、米ドルは8月中安定的に推移したが、
9月上旬には上昇した。国際商品市況は、8月中、軟調裡に推移した。原油情勢をみると、スポット
価格は、堅調に推移し、8月末にかけて上昇した。

我が国経済：設備投資は着実に増加している。個人消費は緩やかながら着実に増加している。
、住宅建設はこのところ動きが緩やかである。

また、輸出は高水準で横ばいとなっている。こうした需要の動きを反映して鉱工業生産はこのとこ
ろ持ち直しており、企業収益も高水準で推移している。一方、輸入は足踏み状態にある。雇用情
勢は緩やかな改善傾向にある。物価は安定基調が続いている。

も
国際収支をみると、経常収支（貿易収支のみ季節調整値）は大幅な黒字が続いているが、7月は
前月に比べ黒字幅がやや縮小した。一方、長期資本収支の流出超過幅は7月更に拡大した。対
米ドル円相場は、8月上旬に下落した後、下旬にかけて強含みで推移したが、9月上旬には再び
下落した。

以上、我が国経済では、設備投資が着実に増加し、その他の国内需要も緩やかに増加するな
ど、景気動向にはなおばらつきが残されているものの、全体として景気は拡大を続けている。他
方、経常収支は大幅な黒字が続いている。

このような経済情勢にかんがみ、穀府は物価の安定を確保し？つ景気の持続てき拡木を図るた
め、内外の経済動向を注視し、適切がつ機動な政策運営を進めることとする1

1海外経済：アメリカの失業率低下

アメリカ経済をみると、景気は拡大速度が鈍化しているものの、個人消費等を中心に拡大を続け
ている。物価は引き続き落ち着いている。雇用情勢は緩やかな改善傾向にある。金利は8月緩や
かな低下を示した後、9月上旬にはやや上昇した。
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実質GNP成長率は、4～6月期前期比年率1．9％増（第2次改定値）の後、7～9月期は同2．8％増
（暫定推計）となった。名目個人消費は、7月に前月比0．4％増となった後、8月は同1．2％増と堅調な
増加を示した。実質民間設備投資は、85年1～3月期前期比年率1．6％減の後、4～6月期は同
14．5％増と大幅に増加した。一方、弱年7～8月実施の商務省調査によると、85年の民間設備投資
計画額（実質）は前年比5．8％増となっている。住宅着工件数は7月前月比3，2％減の後、8月は同
6．2％増の年率175万戸となった。鉱工業生産は、7月前月比横ばいの後、8月同0．3％増となった。
雇用情勢は緩やかな改善傾向にあり、8月の失業率は6．9％と80年4月以来の低水準となった。

物価は落ち着いている。完成財卸売物価は、7月前月比0．3％の上昇の後、8月は同0．3％の下
落（前年同月比0．8％の上昇）となった。消費者物価は、6月、7月とも前月比0．2％の上昇（7月前年
同月比3．6％の上昇）となった。貿易収支（季節調整値）の赤字幅は、6月の134．2億ドルから7月には
105．1億ドルへと縮小した。

金融面をみると、8月のマネーサプライ（Ml）は85年4～6月期比年率17・1％増（7月は同14・4％増）と

目標圏を上回って推移している。・T方、金利は、8月中緩やかな低下を示した後、9月上旬にはや
や上昇した。

西欧経済をみると、イギリスでは、設備投資の増加と高水準の輸出等から景気は緩やかに拡大
している。西ドイツでは、設備投資や輸出を中心に、景気は引き続き拡大している。フランスでは、
個人消費や企業設備投資が回復を続けており、景気は緩やかな回復基調にある。イタリアでは、
設備投資、個人消費を中心に景気は拡大基調にある。一方、雇用情勢は、各国とも依然厳しく、
高水準の失業率が続いている。物価は、イタリアでは鈍化傾向に足踏みがみられるものの、イギ
リス、フランスでは上昇率が鈍化し、西ドイツでは落ち着いている。金利は、西ドイツ、イタリアでは
低下しているが、イギリス、フランスでは下げ止まりをみせている。

皇国では、輸出の不振などから景気拡大速度は鈍化している。物価は引き続き落ち着いてい
る。

国際通貨市場では、米ドルは、8月中、米国金利が緩やかに低下する中で安定的に推移した
が、9月上旬には上昇した。

国際面晶市況は、8月中、軟調裡に推移した。

原油情勢をみると、スポット価格は、堅調に推移し、8月末にかけて上昇した。

2　国際収支：輸入は足踏み

盤畠は高水準で横ばいとなっている。通関輸出（数量ベース）は、前月比で7月1．9％増の後、8月
（速報）は同0．3％減（前年同月比4．0％増）となった。最近数か月の動きを品目別（ドルベース）にみる
と、一般機械、自動車などは増加しているが、鉄鋼などは減少しいる。同じく地域別にみると、アメ
リカ向け、中国向けは増加しているが、東南アジア向けなどは減少している。また、輸出の先行き
を示す輸出信用状接受高（ドルベース）は、前月比で7月0．7％増の後、8月は64％増（前年同月比
0．3％滅）となった。

壇Aは足踏み状態にある。通関輸入（数量ベース）は、前月比で7月7．3％増の後、8月（速報）は
1．5％滅（前年同月比10．6％減）となった。最近数か月の動きを品目別（ドルベース）にみると、食料
品が増加しているほか、製品類、原料品は横ばい気味に推移しており、原粗油は減少している。

国際収支をみると、経常収支は大幅な黒字が続いている。7月（速報）の経常収支（貿易収支のみ
季節調整値）は、貿易収支（季節調整値）の黒字幅が拡大したものの、貿易外収支（原数値）の赤字
幅が拡大したため、その黒字幅は9，806億円（40．6億ドル）にやや縮小した。

一方、経常収支（原数値）は1兆，986億円（49．6億ドル）の黒字となった。長短資本取引等の合計
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（長・短資本収支、符号を転じた金融勘定及び誤差脱漏）は定義上恒等的に同額の赤字である
が、その内訳をみると、長期資本収支は、外国資本の流入幅が拡大したものの、本邦資本の流出
幅が証券投資を中心に拡大したため、流出超過幅が更に拡大し2兆1，438億円（88．7億ドル）となっ
た。短期の資本取引の合計（短期資本収支及び符号を転じた金融勘定）は9．745億円（40．3億ドル）

の大幅な流入超となった。このうち短期資本収支は1，588億円（6．6億ドル）の涜入超となった。な
お、7月の基礎的収支は9，452億円（39．1億ドル）の赤字、総合収支は8，157億円（33．7億ドル）の赤字
となった。

8月の外軍準備高は、月中3．5億ドル増加し、284．5億ドルとなった。

外国為替市場における対米ドル円相場（インターバンク中心相場）は、8月上旬に下落し238．95円
となった後、下旬にかけて強含みで推移した。しかし、9月上旬には再び下落した。

一方、対マルク相場（対顧客相場、終値）は、8月央にかけて下落し、86．74円となったが、9月上旬
には再び上昇するなど大きく変動した。

3国内需給：設備投資は着実に増加

も　実質国民総支出（昭和5。年基準、速報）の動向をみると、季節調整後の前期比は、昭和6。年，～
3月期0．2％増（年率0．8％増）の後、4～6月期は1．9％増（同7．9％増）となった。内外需別にみると、国
内諾要の寄与度は公的需要がマイナスとなったことから0．9％となったが、国内民間需要では
1．3％とならた。また、経常海外余剰の寄与度は、1．0％となった。需要項目別では、民間設備投資

が、日本電信電話株式会社、日本たばこ産業株式会社の民間部門への移行もあって高い伸び
（前期比5．3％増）となったほか、民間最終消費支出（同0．7％増）、良問住宅投資（同0．6％増）が緩や
かな増加を示した。また、輸出等は、4．6％増となった。

偲人消費は緩やかながら着秦に増加している。個人消費の動きを家計調査でみると、実質消費
支出（全世帯）は前年同月比で5月0．1％増の後、6月は0．1％減となった。6月の動きを世帯別にみ
ると、勤労者世帯では可処分所得の伸びが低かったこともあって0．4％減となったが、一般世帯で

は1・7％増となってし†る。また、農家世帯（農家経済調査）の実質現金消費支出は前年同月比で5月
0．3％増の後、6月は1．2％増となった。消費動向を小売売上げ面からみると、・全国百貨店販売額
は、前年同月比で6月4．8％増の後、7月は4．2％増となった。また、チェーンストアー売上高（店舗調
整後）は前年同月比で6月1．3％増の後、7月は2．1％増となった。一方、乗用車（軽を含む）の新車新
規登録・届出台数は、前年同月比で7月5．0％増の後」8月（速報）は同2．7％増となった。

も　呈全の動向を毎月勤労統計でみると、現金給与総額は前年同月比で絹2．0％増の後、7月も夏
季賞与の支給時期のずれ等もあって3．0％増にとどまった。給与の内訳をみると、定期給与が
4．2％増（うち所定内給与3，8％増）、特別給与が1．6％増となった。実質賃金は前年同月比で6月
0．5％減の後、7月は0．6％増となった。

住宅華設はこのところ動きが緩やかである。新設住宅着工をみると、総戸数く季節調整値）は前
月比で6月0．2％減の後、持家系住宅等の減少から7月（速報）も3．4％減（前年同月比0．5％減）の9万
8千戸（年率117万8千戸）となった。7月の動きを資金別にみると、前月比で民間資金住宅は4．1％
増（前年同月比7．3％増）公的資金住宅は10．2％減（同11．5％減）となった。

設備投葦は着実に増加している。大蔵省「法人企業統計季報」（全産業）によるとβ0年4～6月
期の設備投資は前年同期比で17．1％増となった。これを企業資本金別にみると、資本金10億円以
上は前年同期比で21．7％増、資本金1億円以上10億円未満は22．6％増、資本金1千万円以上1億
円未満は4．1％増となっている。また、日本銀行「企業短期経済観測」（60年8月調査）によると、60
年度の全産業の設備投資計画は、主要企業では前年度比11．5％増、中堅企業では同5．1％増、
中小企業では同4．7％減と見込まれている。

先行指標の動きをみると、機械受注（船舶・電力を除く民需）は前月比で6月4．1％増の後、7月は
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2．2％滅（前年同月比5．9％増）となっている。民間からの建設工事受注額（50社）をみると、前年同月
比で6月6．6％増の後、7月（速報）は5．3％増となった。

公共工事について公共工事請負金額をみると、前年同月比で7月3．8％増の後、8月は2．3％増と
なった。公共事業関係費支払額は前年同月比で7月4．9％増の後、8月は13．4％減となった。

拡工業生産はこのところ持ち直している。前月比でみると、6月2．0％減の後、7月は1．7彿増とな
った。7月の動きを業種別にみると、一般機械（水管ポイラ、間接式静電式複写機など）、輸送棲械
（軽を除く乗用車、鋼船など）、金属製品（橋りょう、食かんなど）が増加したほか、化学、精密機械、
紙■パルプ、繊維なども増加した。一方、電気機械（モス型半導体集積回路、外部記憶装置など）、
食料品。たばこ及び鉄鋼は減少した。なお、最近数か月の動きを業種別にみると、一般機械、化
学、食料品・たばこなどが増加している。一方、鉄鋼、窯業・土石、非鉄金属などが減少している。

また、製造工業生産予測指数は前月比で8月0．3％減の後19月も1．8％減となっている。

鉱工業坦荷は前月比で6月2．2％減の後、7月は2．2％増となった。7月の動きを財別にみると、生
産財（特殊鋼熟間鋼管、普通鋼冷延広幅帯鋼など）、耐久消費財（セ′ルート型エアコンディ‾ショ
ナ、軽を除く乗用車など）、資本財（一般用蒸気タービン、前輪駆動車など）が増加したほか、非耐
久消費財、建設財も増加した。なお、最近数か月の動きを財別にみると、非耐久消費財、資本
財、生産財などが増加している。一方、建設財は横ばいで推移している。

鉱工業生 は前月比で6月1．4％増の後、7月も0．1％増と、このところ増加している。
7月の動きを業種別にみると、一般機械（間接式静電式複写権、はん用内燃桟関など）、電気機械
（半導体集積回路、VTRなど）、輸送機械（軽及び小型乗用車、51～250ccを除く二輪自動車など）が
増加したほか、精密機械、紙・パルプなども増加した。一方、鉄鋼（普通鋼冷延広幅帯鋼、特殊鋼
熟間鋼管など）、化学（カプロラクタム、プロピレンなど）、食料品・たばこ、繊維などは減少した。な
お、最近数か月の動きを業種別にみると、電気機械、一般機械、輸送機械などが増加している。
一方、石油・石炭、鉄鋼、化学などは減少している。

また、7月の鉱工業生産者製品在庫率指数は97．9と前月を3．2ポイント下回った。

雇用時勢は緩やかな改善傾向にある。所定外労働時間（製造業）は、前月比で6月保合いの後、
7月は0．3％滅となったが、高水準で推移している。また新規求人倍率（季節調整値）は、6月1．∞倍
の後、7月は求職者数の増加を主因に0．63倍となり、有効求人倍率（同）は、6月0．70倍の後、7月は
0．68倍となった。こうした中で、非農林業雇用者は前年同月比1．3％増と緩やかに増加している。な
お常用雇用（調査産業計、事業所規模30人以上）は、前月比で6月保合いの後、7月は0．1％減とな
った。7月の完全失業者（季節調整値）は153万人で、完全失業率（季節調整値）は2．6％と前月と同
水準となった。

企業の動向をみると、企業収益は引き続き高水準で推移している。前記「企業短期経済観測」に
よると、主要企業（製造業、除く石油精製）では、60年度上期の経常利益（予測）は前期比で0．7％の
減益（石油精製を含むと1．3％の減益）となった。また60年度下期には2．6％の培益（同6．2％の増益）
が見込まれている。こうした中で、主要企業の業況判断をみると、「良い」が「悪い」を上回っている
幅は、製造業では電気機械、鉄鋼等を中心に緩やかに縮小しているが、非製造業では同水準で
推移している。

なお、中堅、中小企業の経常利益を同調査（全国企業、製造業）でみると、中堅企業では前期比
で60年度上期12．2％の減益（60年度下期27．7％の増益）、中小企業では3．8％の減益（同20．5％の
増益）が見込まれている。

企業倒産の状況を銀行取引停止処分者件数でみると、7月は1，283件で前年同月比5．2％減の
後、8月は1，303件で同6．3％減となり、落ち着いてきている。
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農業生産の動向をみると、60年産水稲の全国作況指数（8月15日現在）は、103の「やや良」となっ
た。

4物価：物価の安定基調続く

卸売物価は安定した動きを示している。国内卸売物価は、8月は石油・石炭製品、非鉄金属等が
値下がりしたため、前月比0．1％の下落前年同月比1．0％の下落）となった。輸出物値、輸入物価は
円高を主因に下落した。この結果、総合卸売物価は前月比で7月0．4％の下落の後、8月も0．4％の
下落（前年同月比1．6％の下落）となった。

8月の商品市況（月末対比）は、海外相場安等から7か月連続下落した。品目別にみると、非鉄、
天然ゴム、大豆が海外相場安から、大豆油、紙・板紙が需給緩和から、それぞれ下落した。

消費量物塵は落ち着いた動きを示している。7月の全国指数は、生鮮野菜が値上がりしたことな
どから、前月比0．1％の上昇、前年同月比2．4％の上昇となった。

8月の動きを東京都区部速報でみ皐と、衣料が下落したほか、天候不順により前月に値上がりし
た生鮮野菜が反落したことなどから前月比0．9％の下落、前年同月比では2．7％の上昇となってい
る。なお、生鮮食品を除く総合（季節調整値）は前月比0．2％の上昇（前年同月比2．1％の上昇）とな
っている。

5　金融財政：公社債相場は上昇傾向

旦塵畳の月中平均発行残高は、．前年同月此で7月6．0％増の後、8月も6．0％増と高い伸びを続
けている。

企業金融の動向をみると、運転・設備資金需要とも増勢にはやや鈍化がみられるものの、引き
続き拡大している。

マネーサプライ（M2＋CD）の月中平均残高を前年同月比でみると、6月8・2％増の後、7月も8・2％増
となった。

8月の短期金融市場をみると、コール・レート（有担保．無条件物）は、前月末の6．3125％から、月
中の資金余剰をはさんで資金の需給地合いを映じた動き－を示し、6．25％で越月した。手形レート
（2か月物）は、前月末の6こ3125％から、月初横ばいで推移し、オープン市場レートとの裁定から月
央以降強含み、6．375％で越月した。

ユーロ円レート（3か月物）をみると、月初横ばいで推移し、月央以降強含んだ。

7月の全国銀行の貸出約定平均は、長期では月中0．024％低下し、月末には7．443％となり、短
期では月中0．004％低下し、月末には5．784％となった。総合では月中0．012％低下し、月末には
6．519％となった。

8月の螢社市場をみると、相場は、金利先安感の中でアメリカの債券相場の動き等を反映し、月
中を通じて上昇傾向で推移した。

8月の株式市場をみると、相場は、月初反発した後、一進一退で推移した。この結果、月末の東
証株価指数（43年1月4日＝100）は1017．58（7月未992．13）となった。

発行年リストさ　発行年月日リストへ
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概観

も　渥座盈監アメリカ経済をみると、個人消費等国内最終需要の堅調が続く中で、輸入の増勢の
一服もあり、7～9月期の実質GNP成長率（暫定推計）は上半期に比しやや上昇した。物価は引き
続き落ち着いている。雇用情勢は緩やかな改善偵向にある。金融面では、金利は9月中ほぼ横ば
いで推移した後、10月上旬にはやや上昇した。西欧経済をみると、輸出は鈍化したものの、内需
を中心に景気は緩やかながらも拡大している。物価は上昇率が鈍化している。雇用情勢は依然
厳しい。金利は一部で下げ止まりもみられる。国際通貨市場では、8月未から上昇した米ドルは、8
月中旬には上げ止まり、下旬には、5か国・nbsp；相・中央銀行総裁会議の合意を受けた協調介入
等により急落した。10月月初には更に下落したが、第2週末にかけてはほぼ9月末の水準まで上
昇した。国際商品市況は、9月中はほぼ横ばいで推移した。原油情勢をみると、9月上旬まで堅調
に推移していたスポット価格は、一時下落したが下旬には上昇した。

我が国経漬：設備投資は着実に増加している。個人消費は緩やかながら着実に増加している。
住宅建設はこのところやや減少気味に推移している。また、輸出は高水準で横ばいとなっている。
在庫はこのところ増加している。lこうした動きを反映して鉱工業生産はこのところ一進一退の状態
にある。輸入は足踏み状態が続いている。企業収益は高水準で推移している。雇用情勢は緩や
かな改善傾向にある。物価は安定基調が続いている。

も　国際収支をみると、経常収支（貿易収支のみ季節調整値）は大幅な黒字が続いているが、8月は
前月に比へ黒字幅がやや縮小した。また、長期資本収支の流出超過幅も縮小した。対米ドル円
相場は、9月下旬に大きく上昇し、217．00円で越月した。10月上旬には、さらに上昇した後やや戻し
た。

以上、我が国経済では、鉱工業生産はこのところ一進一退の状態にあるが、設備投資が着実に
増加し、その他の国内需要も緩やかに増加するなど、景気動向にはなおばらつきが残されている
ものの、全体として景気は拡大を続けている。他方、経常収支は大幅な黒字が続いている。

政府は、10月15日、巴レ「トの動向とその国内経済に及憧す影響に適切な注意を払いつつ畢
力的な政策運営を行うと＿ともに、民間活力を最大限に瑳昂する与とを基本として内需拡大を図るた
め、当面早急に　　　るメ、練として、民β　宅又；・　清　の促進、民乱設備膵封　の　進、個
左邁章の喚起及び公共事栗の拡大並びに4項目の今後推進する対策からなる「＿内需拡大に関す
る対策」を決定したところであり㍉卿

1海外経済：米ドル急落

アメリカ経済をみると、個人消費等国内最終需要の堅調が続く中で、輸入の増勢の一服もあり、
7～9月期の実質GNP成長率（暫定推計）は上半期に比しやや上昇した。物価は引き続き落ち着い
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ている。雇用情勢は緩やかな改善傾向にある。金融面では、金利は9月中ほぼ横ばいで推移した
後、10月上旬にはやや上昇した。

実質GNP成長率は、4～6月期の前期比年率t．9％増（第2次改訂値）の後、7～9月期は同2．8％．
増（暫定推計）となった。名目個人消費は、7月前月比0．4％増の後、8月は耐久財消費が急増した
ことから同1．2％増となった。実質民間設備投資は85年1～3月期前期比年率1．6％減の後、4～6月
期には機械設備を中心に同14．5％増と大幅に増加した。住宅着工件数は、7月前月比3．2％減の
後、8月は同6．2％増の′年率175万戸となった。鉱工業生産は、8月前月比0．6％増の後、9月は周
0．1％滅となった。雇用情勢は緩やかな改善傾向にありご9月の失業率は7．0％となった。

物価は落ち着いている。完成財卸売物価は、8月前月比0．3％の下落の後、9月も同0．6％の下落
（前年同月比0、2％の上昇）となった。消費者物価は、7月前月比0．2％の上昇の後、8月も同0．2％
の上昇（前年同月比3．4％の上昇）となった。貿易収支（季節調整値）の赤字幅は、6月の134．2億ドル
から7月105．1億ドル、8月99．0億ドルへと2か月連続して減少した。金融面をみると、9月のマネーサ

プライ（Ml）の増加率は85年4～6月期比年率15・8％（8月は同17・1％増）と巨標圏を上回って推移し
ている。一方、金利は9月上旬から中旬にかけてやや上昇したが、7～9月期のGNP暫定推計値の
発表を契機にやや軟化し、9月月間ではほぼ横ばいとなった。10月上旬にはやや上昇した。

なお・9月23日にレーガン大統領は自由かつ公正な貿易の推進を目指す行動計画を発表した。ヽ㌦

カナダでは、好調を続ける個人消費に加え、設備投資、住宅投資が増加するなど、景気は拡大
を続けている。物価は引き続き落ち着いており、雇用情勢は緩やかに改善している。

車欧経済をみると、イギリスでは、設備投資、個人消費を中心に、景気は緩やかな拡大を続けて
いる。西ドイツでは、設備投資、．輸出の増加に加え、値入消費も回復するなど景気は拡大を続け
ている。フランスでは、個人消費や企業設備投資が回復を続けており、景気は緩やかな回復基調
にある。イタリアでは、設備投資、個人消費を中心に景気は拡大基調にある。一方、雇用＿情勢は
各国とも依然厳しく、高水準の失業が続いている。物価は、イギリス、フランス、イタリアでは上昇
率が鈍化し、西ドイツでは落ち着いている。金利は、西ドイツ、イタリアでは低下しているものの、イ
ギリス、フランスでは下げ止まりをみせている。

その他の地域の経済をみると、オーストラリアでは、設備投資の増加、輸出の堅調等から、景気
は拡大を続けている。失業率は低下傾向にあるものの、物価上昇率はやや高まった。中南米をみ
ると、メキシコでは、景気はやや鈍化し、貿易収支黒字も大幅に縮小している。ブラジルでは、景‾
気は引き続き拡大している。北東アジアをみると、韓国、台湾では、輸出の不振等から景気拡大
速度は鈍化しているものの、挙国では一部指標に回復の兆しもみられる。その他アジアでは、農
業生産は順調であるものの、輸出の不振等から景気は総じて鈍化している。中国では、鉱工業生
産が高い伸びを示し、基本建設投資も計画を大幅に上回った。

貿易収支は、引き続き赤字となった。ソ連では、工業総生産は、4月以降回復を示し、年初の低
迷からは脱したものとみられる。

国際通貨市場では、8月末から上昇した米ドルは、9月中旬には上げ止まり、下旬には、5か国・
nbsp；相・中央銀行総裁会議の合意を受けた協調介入等により急落した。10月月初には更に下落
したが、第2週末にかけてはほぼ9月未の水準まで上昇した。

国際晶市況は、このところ軟調裡に推移しており、9月中は、下旬にドル急落等により一時上昇
がみられたものの、ほぼ横ばいで推移した。

酎由情勢をみると、9月上旬まで堅調に推移していたスポット価格は、一時下落したが下旬には
上昇した。

2　国際収支：輸出は高水準横ばい
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捻出は高水準で横ばいとなっている。通関輸出（数量ベース）は、前月比で8月0．3％減の後、9月
（速報）は1．7％減（前年同月比2．3％増）となった。四半期別にみると、前期比で4～6月期2．8％増の
後、7～9月期（速報）は1．0％減（前年同期比4．6％増）となった。最近数か月の動きを品目別（ドルベ
ース）にみると、一般機械などは増加しているがこ鉄鋼などは減少している。同じく地域別にみる
と、西欧向けなどは増加しているが、東南アジア向けなどは減少している。9月には中国向け輸出
が大きく減少した。

また、輸出の先行きを示す輸出信用状接受高（ドルベース）は、前月辻で8月6．4％増の後、9月は
3．3％減（前年同月比1．3％減）となった。

也Aは足踏み状態が続いている。通関輸入（数量ベース）は、前月比で8月1．2％減の後、9月（速
報）は原粗油が増加したこともあり、0．8％増（前年同月比6．0％増）となった。四半期別にみると、前
期比で4～6月期2．4％増の後、7～0月期（速報）は0．6％減（前年同期比2．2％減）となった。最近数
か月の動きを品目別（ドルベース）にみるこ、食料品が増加気味であるが、その他については総じ
て横ばい状態で推移している。

国腫収支をみると、経常収支は大幅な黒字が続いている。8月（速報）の経常収支（貿易収支のみ
季節調整値）は、貿易収支（季節調整値）の黒字幅が拡大したものの、貿易外収支（原数値）の赤字
幅が拡大したため、その黒字幅は9．343億円く39．4億ドル），にやや縮小した。一方、経常収支（原数
値）は8，283億円（34．9億ドル）の黒字となった。長短資本取引等の合計（長・短資本収支、符号を転
じた金融勘定及び誤差脱漏）は定義上恒等的に同額の赤字であるが、その内訳をみると、長期資
本収支は、外国資本の流入幅が縮小したものの、本邦資本の流出幅がそれを上回って縮小した
ため、流出超過幅が縮小し1兆5483億円（65．3億ドル）となった。短期の資本取引の合計（短期資本
収！支及び符号を転じた金融勘定）は5，098億円（21．5億ドル）の流入超となった。このうち短期資本
収支は636億円（2．7億ドル）の流入超となった。なお、8月の基礎的収支は7，195億　円（30．3億ドル）
の赤字、総合収支は4，462億円（18．8億ドル）の赤字となった。

9月の外貨準備高は、月中9．3億ドル減少し、275．2億ドルとなった。

外国為替市場における対米ドル円相場（インターバンク中心相場）は、9月中旬の240円台から、
下旬には協調介入等により大きく上昇し、217．00円で越月した。10月上旬には、さらに上昇した後
やや戻した。

一方、対マルク相場（対顧客相場、終値）は、9月中旬から下落して85．46円となった後、月末に
大きく上昇し81．76円で越月した10月上旬には、ほぼ横ばいで推移した。

3国内需給：生産は一進一退

偲人消費は緩やかながら着実に増加している。個人消費の動きを家計調査でみると、実質消費
支出（全世帯）は前年同月比で6月0．1％減の後、7月は0．1％増となった。7月の動きを世帯別にみ
ると、勤労者世帯では1．2％増、一般世帯では1．5％減となっている。また、農家世帯（農家経済調
査）の実質現金消費支出は前年同月比で6月1．2％増の後、7月は4．5％増となった。消費動向を小
売売上げ面からみると、全国百貨店販売額は、前年同月比で7月4．1％増の後、8月は3．7％増とな
った。また、チェーンストアー売上高（店舗調整後）は前年同月比で7月2．1％増の後、8月は3．2％増
となった。一方、乗用車（軽を含む）の新車新規登録・届出台数は、前年同月比で8月2．7％増の
後、9月（速報）は2．1％増となった。

呈金の動向を毎月勤労統計でみると、現金給与総額は前年同月比で7月3．0％増の後、8月は
8．0％増となった。給与の内訳をみると、定期給与が4．2％増（うち所定内給与3．7％増）、特別給与
が38．2％増になった。なお、ほぼ夏季賞与支給時期に対応する6～8月の特別給与は前年同期比

3．1％増であった。宰質賃金は前年同月比で7月0・6％増の後、8月は5・5％増となった。

往宅建設はこのところやや減少気味に推移している。新設住宅着工をみると、総戸数（季節調整
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∵値）は前月比で7月3．4％減の後、持家系住宅等の減少から8月（速報）も3．4％滅（前年同月比4．7％
減）の9万5千戸（年率113万8千戸）となった。8月の動きを資金別にみると、前月比で民間資金住宅
は1．7％滅（前年同月比2．7％増）、公的資金住宅は12．0％滅（同し7．8％滅）となった。

ヽ

ヽ

設備投資は着実に増加している。当庁「法人企業動向調査」（60年6月調査）によると、全産業
の設備投資は、前期比で60年1～6月期（実績見込み）3．0％増（前年同期比14．4％増），となってい
る。

また、7－12月期（計画）5．7％増（同7．5％増）と見込まれている。

先行指標の動きをみると、機械受注（船舶・電力を除く民需）は前月比で7月2．2％減の後、8月は
8．5％減（前年同月比2．4％増）となっている。民間からの建設工事受注額（50社）をみると、前年同月
比で7月3．6％増の後、8月（速報）は1．8％増となった。

公共工事について公共工事請負金額をみると、前年同月比で8月2．3％増の後、9月は4．0％増と
なった。60年度上半期では前年同期比0．2％増となった。公共事業関係費支払額は前年同月比で
8月13．4％減の後、9月は11．3％減となった。

農慧翳孟震品謡譜禁覧霊濃㌫芸謡孟姦詣競温毘昔Cノ
送機械（鋼船、全輪駆動車など）、その他工業（玩具、ボールペンなど）が減少したほか、繊維など
も減少した。一方、食料品・たばこ（果実飲料、ビールなど）、石油・石炭などは増加した。なお、最
近数か月の動きを業．種別にみると、電気機械、輸送機軋その他工業などが減少している。一
方、一般機械、石油・石炭、精密機械などが増加している。

また、製造工業生産予測指数は前月比で9月1．2％減の後、10月は2．5％増になっている。

鉱工業出荷は前月比で7月2．2％増の後、8月は1．9％滅となった。8月の動きを財別にみると、生
産財（鋼板、半導体集積回路など）、資本財（鋼船、一般用蒸気タービンなど）、建設財（橋りょう、普
通合板など）及び非酎久消費財は減少した。一方、耐久消費財（軽及び小型乗用車、カラーテレビ
など）は増加した。なお、最近数か月の動きを財別にみると、生産財、資本財、非耐久消費財及び
建設財は減少している。一方、耐久消費財は増加している。

鉱工業生産 は前月比で7月00】％増の後、8月も0．4％増と、このところ増加している。8
月の動きを業種別にみると、石油・石炭（灯油、A重油など）、輸送機械（普通トラック、軽及び普通

霞竺篇品遺賢聖㌫品完完謡票芸雲慧姦完こ語品謡諾J
＼

ると、電気機械、石油・石炭、一般機械などが増加している。一方、食料品・たばこ、非鉄金属及び
金属製晶は減少している。

また、8月の鉱工業生産者製品在庫率指数は99．3と前月を1．4ポイント上回った。

雇用憶勢は緩やかな改善傾向にある。所定外労働時間（製造業）は、前月比七7月0．3％減の後、
8月は2．0％減となったが、高水準で推移している。また有効求人倍率（季節調整値）は、7月0．68倍
の後、8月も0．6－8倍、新規求人倍率（同）は、7．月0月3倍の後、3月は0．96倍となった。こうした中で、
非農林業雇用者は前年同月比0．4％増と緩やかに増加している。なお、常用雇用（調査産業計、事
業所規摸30人以上）は、前月比で7月0．1％減の後、8月は保合いとなった。3月の完全失業者（季節
調整値）6よ155万人で、完全失業率（季節調整値）は2．6％と前月と同水準となった。

企業の動向をみると、企業収益は引き続き高水準で推移している。日本銀行「企業短期経済観
測」（60年8月調査）によると、主要企業（製造業、除く石油精製）では、60年度上期の経常利益（予
測）は前期比で0．7％の減益（石油精製を含むと1．3％の減益）となった。また60年度下期には2．6％
の増益（同6．2％の増益）が見込まれている。
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企募凰産の状況を銀行取引停止処分者件数でみると、3月は1，303件で前年同月比6．3％減の
後、9月は1，250件で同10．5％滅となり、落ち着いている。

農業生産の動向をみると、60年産水稲の全国作況指数（9月15日現在）は、105の「やや良」となっ
た。

4物価：物価の安定基調続く

固売物値は安定した動きを示している。国内卸売物価は、9月は石油■石炭製品、非鉄金属等が
値下がりしたため、前月比0．2％の下落（前年同月比1．3％の下落）となった。輸出物価、輸入物価
は円高等の影響により、それぞれ前月比0．7％（前年同月比4．2％）、0．9％（同5．4％）の下落となっ

た。この結果、総合卸売物価は前月比で8月0．4％の下落の後、9月は0．3％の下落（前年同月比
2．1％の下落）となった。

9月の茜晶市況（月末対比）は、海外相場安等から8か月連続下落した。品目別にみると、非鉄、
天然ゴム等が円高、海外相場安等から、繊維、大豆油、灯油が需給緩和等から、それぞれ下落し
た。

J　漫皇畳物塵は落ち着いた動きを示しているパ月の全国指数は、衣料が値下がりしたことなどか
ら、前月比1．0％の下落、前年同月比2．3％の上昇となった。

9月の動きを東京都区部速報でみると、衣料が夏物衣料から秋・冬物衣料への季節的な出回り
変化により上昇したことなどから、前月比1．2％の上昇、前年同月比では2．2％の上昇となってい
る。なお、生鮮食品を除く総合（季節調整値）は前月比0．6％の上昇（前年同月比2．4％の上昇）とな＿＿
っている。

も

5　金融財政：公社債相場は急上昇

旦塵畳の月中平均発行残高は、前年同月比で8月6．0％増の後、9月は6．7％増になった。

企業金融の動向をみると、運転・設備資金需要とも増勢にはやや鈍化がみられるものの、引き
続き拡大している。

マネーサプライ（M2＋CD）の月中平均残高を前年同月埠でみると、7月8・2％増の後・8月は8・3％
増となった。

9月の短期金融市場をみると、コール・レート（有担保、無条件物）は、前月末の6．85％から、月中
は資金の需給地合を映じた動きを示したが、月末には超長期国債の発行及び日本銀行の外国為
替市場への介入に伴う資金不足等から大幅に上昇し、6．75％で越月した。手形レート（2か月物）
は、前月末の6．375％から、月中ほぼ横ばいで推移し、月末には若干強含んだが、6．375％で越月
した。ユーロ円レート（3か月物）をみると、インターバンク金利との裁定から、月中は横ばいで推移
した後、月末にかけて強含んだ。

8月の全国銀行の貸出約定平均金利は、長期では月中0．038％低下し、月末には7．405％とな
り、短期は前月比横ばいで推移し、月末には5．784％となった。総合では月中0．013％低下し、月末
には6．506％となった。なお、民間金融機関は9月28日から長期プライムレートを02％引き下げ、
7．0％とした。

9月の公社債市場をみると、相場は、上旬は一進一退で推移したが、中旬以降、円相場の上昇
もあり急上昇した。

9月の株式市場をみると、相場は、月初円相場の下落等を反映して一時軟化したが、中旬以降、
円相場の上昇等を反映して上昇基調で推移した。この結果、月末の東証株価指数（43年1月4日＝
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100）は1026．19（8月末1017．58）となった。
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